
比
叡
山
延
暦
寺

僧
墓
総
覧  

全
三
巻

比
叡
山
延
暦
寺
に
点
在
す
る

二
千
五
百
基
の
僧
墓
を
詳
細
に
調
査

比
叡
山
二
千
五
百
基
の
僧
墓
を
初
調
査
！　

全
墓
碑
銘
の
翻
刻
と
写
真
︑地
図
︑各
諸
院
の
歴
代
住
職
一
覧
を
付
し
た
︑

比
叡
山
史
の
根
本
資
料
︑待
望
の
刊
行
！
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▼ 

比
叡
山
延
暦
寺
山
内
に
点
在
す
る
僧
侶
の
墓
や
墓
地
︑山
麓
の
坂
本
︑

関
連
す
る
京
都
五
箇
室
門
跡
に
あ
る
僧
侶
の
墓
や
墓
地
を
調
査
・収
録
︒

▼ 

全
山
の
僧
墓
二
千
五
百
基
すべ
て
に
基
ナ
ンバー
を
ふ
り
︑写
真
及
び
︑判

読
し
う
る
か
ぎ
り
の
墓
碑
銘
を
掲
載
︒

▼ 

比
叡
山
の
全
体
図
︑周
辺
図
︑ル
ー
ト
図
に
加
え
︑詳
細
な
墓
図
・
墓
地

図
を
作
成
︒

▼ 

伝
承
さ
れ
て
い
る
世
譜
と
文
献
史
料
も
あ
わ
せ
て
︑各
塔
頭
の
歴
代
住

職
を
初
め
て
解
明
︒

特
色



第一巻　東塔　 268

12南
谷
墓

墓地入口に立つ六地蔵

南谷墓図

作図／平成23年 6 月15日
　　　令和 3年 5月28日
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墓
地
は
比
叡
山
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
の
山
頂
へ
の
分
岐
と

な
る
信
号
の
東
側
に
建
つ
西
尊
院
を
挟
ん
で
向
か
い
（
南

西
）
に
あ
り
、
信
号
よ
り
山
頂
へ
と
向
か
う
ド
ラ
イ
ブ
ウ

ェ
イ
内
を
、
行
き
交
う
車
両
に
配
慮
し
て
通
行
さ
せ
て
も

ら
う
と
、
六
〇
メ
ー
ト
ル
程
右
手
（
西
側
）
の
山
側
に
小

道
が
現
れ
る
。
こ
こ
が
南
谷
墓
の
入
口
と
な
る
。
入
口
を

入
る
と
、
急
斜
面
に
へ
ば
り
つ
く
よ
う
に
多
数
の
墓
石
が

林
立
す
る
。
さ
ら
に
、
南
端
最
上
部
よ
り
続
く
急
な
斜
面

を
登
る
と
二
七
五
メ
ー
ト
ル
程
で
智
証
大
師
円
珍
廟
に
達

し
、
も
う
五
二

〇
メ
ー
ト
ル
程

登
る
と
比
叡
山

の
最
高
峰
・
大

比
叡
（
八
四
八

メ
ー
ト
ル
）
に

達
す
る
。

南墓域の最上段に立つ
輪王寺宮の墓塔群

　
南
谷
墓
に
、
寛
永
寺
や
輪
王
寺
門
跡
（
以
後
両
寺
）
の
歴
代
墓
が
並
ぶ
エ

リ
ア
が
あ
る
。
一
覧
表
で
い
う
南
墓
域
の
36
〜
48
だ
。
し
か
し
残
念
な
こ
と

に
、
36
〜
39
の
区
画
の
、
39
だ
け
が
無
銘
で
墓
主
が
不
明
な
の
で
あ
る
。
墓

は
四
基
の
右
端
と
い
う
重
要
な
位
置
に
配
さ
れ
、
左
に
両
寺
の
三
世
・
四

世
・
二
世
と
続
く
が
、
初
世
が
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
二
世
の
公
海
が

天
海
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
39
は
南
谷
所
属
で
あ
り
、
両
寺
の
初

世
で
あ
る
南
光
坊
天
海
で
は
？
と
、
考
え
て
み
る
の
で
あ
る
。

藤堂高虎（奥）と
松寿院（手前）の墓

寛永寺や輪王寺門跡の歴代墓
（右端は天海？）
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⑫

実
印

卵
　
塔

（
裏
）　
天
保
八
年
二
月
十
八
日
寂

禪
林
院
十
八
世
（
東
・
南
谷
）

直
至
院
權
少
僧
都
實
印
塔

⑬

欠
五
輪
塔

⑭

実
乗

無
縫
塔

（
右
）　
文
化
元
年
六
月
五
日

竹
林
院
十
三
世
（
東
・
北
谷
）

禪
林
院
十
四
世
（
東
・
南
谷
）

厭
求
院
前
大
僧
正
實
乗

⑮

実
融

自
然
石

禪
林
院
十
六
世
（
東
・
南
谷
）

實
融
塔

比
叡
山
二
千
五
百
基
の
僧
墓
を
初
踏
査
！

八
年
超
︑五
百
回
以
上
の
現
地
調
査
を
経
て
︑全
墓
碑
銘
の
翻
刻
︑写
真
や
詳
細
な
地
図
を
掲
載
し
︑

各
諸
院
の
歴
代
住
職
一
覧
を
付
し
た
︑比
叡
山
史
の
根
本
資
料
︑待
望
の
刊
行
！

序　
第
二
百
五
十
八
世
天
台
座
主　
大
樹
孝
啓

序　
小
川
善
明

◉
東
塔

比
叡
山
へ
の
道
①　
無
動
寺
坂

❶ 

紀
貫
之
墓

❷ 

ブ
ル
ー
ノ
・
ペ
ツ
ォ
ル
ト
夫
妻
墓

❸ 

相
實
和
尚
墓
所

❹ 

無
動
寺
谷
墓
︿
１
﹀

 

無
動
寺
谷
墓
︿
２
﹀

 

無
動
寺
谷
墓
︿
３
﹀

比
叡
山
へ
の
道
②　
本
坂
︵
東
坂
︶

❺ 

東
谷
下
墓

 

悲
田
谷
道

❻ 

檀
那
僧
都
覚
運
廟

❼ 

東
谷
上
墓

❽ 

慈
覚
大
師
円
仁
御
廟

❾ 

北
谷
下
墓

❿ 

大
講
堂
周
辺

⓫ 

北
谷
上
墓

⓬ 

南
谷
墓

⓭ 

智
証
大
師
円
珍
廟

比
叡
山
へ
の
道
③　
雲
母
坂

⓮ 
西
谷
墓

⓯ 
浄
土
院
︵
伝
教
大
師
最
澄
御
廟
︶

⓰ 
別
当
大
師
光
定
廟

比
叡
山
頂
へ
の
道
①
~
⑧

東
塔
五
谷
堂
舎
・
僧
坊

◉
西
塔

比
叡
山
へ
の
道
④　
松
尾
坂

❶ 

南
尾
谷
墓

❷ 

南
谷
墓
２

❸ 

南
谷
墓
１

❹ 

恵
亮
堂

❺ 

北
尾
谷
上
墓

❻ 

北
尾
谷
下
墓

比
叡
山
を
貫
く
道
①

－

１

❼ 

寂
光
大
師
円
澄
廟

❽ 

東
谷
墓

比
叡
山
へ
の
道
⑤　
黒
谷
道

❾ 

青
竜
寺
下
墓
︿
上
段
﹀

 

青
竜
寺
下
墓
︿
中
段
﹀

 

青
竜
寺
下
墓
︿
下
段
﹀

❿ 

青
竜
寺

⓫ 

北
谷
墓

⓬ 

孝
道
教
団
始
祖
墓

西
塔
五
谷
堂
舎
・
僧
堂

◉
横
川

比
叡
山
へ
の
道
⑥　
元
三
大
師
道

❶ 

定
光
院

❷ 

元
三
大
師
良
源
御
廟

❸ 

解
脱
谷

比
叡
山
を
貫
く
道
①

－

２　
峯
道

比
叡
山
を
貫
く
道
②　
大
宮
谷
林
道

比
叡
山
を
貫
く
道
③　
横
川
行
者
道

❹ 

高
浜
虚
子
塔

❺ 

横
川
霊
園

❻ 

覚
超
僧
都
廟

比
叡
山
へ
の
道
⑦　
横
川
本
坂
︵
中
尾
坂
・
飯
室
坂
︶

❼ 

恵
心
僧
都
源
信
廟

❽ 

院
内
墓

❾ 

慈
忍
和
尚
尋
禅
廟

❿ 

飯
室
谷
墓
・
安
楽
律
院
上
墓

⓫ 
安
楽
律
院

⓬ 
藤
原
定
家
塚

⓭ 
安
楽
律
院
下
墓
︵
尼
墓
︶

横
川
六
谷
堂
舎
・
僧
坊

◉
坂
本
︵
域
外
も
含
む
︶

❶ 

慈
眼
堂
墓
地

❷ 

庄
墓
︵
森
本
墓
地
︶

 

域
外

❸ 

比
叡
山
延
暦
寺
大
霊
園

◉
京
都
五
箇
室
門
跡

❶ 

三
千
院

❷ 

曼
珠
院

❸ 

青
蓮
院

❹ 

妙
法
院

❺ 

毘
沙
門
堂

比
叡
山
延
暦
寺
・
歴
代
天
台
座
主

第
一
巻　
東
塔

第
二
巻　
西
塔

第
三
巻　
横
川
・
坂
本
・
京
都
五
箇
室
門
跡

　
比
叡
山
延
暦
寺
は
︑最
澄
の
入
山
以
来
︑千
二
百
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
︒信
長
の
焼
打
ち
で
徹
底

的
に
破
壊
さ
れ
た
と
は
い
え
︑そ
の
後
の
復
興
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
︒今
も
鬱
蒼
と
し
た
山
林

の
中
に
︑数
多
く
の
堂
舎
僧
房
が
点
在
し
︑粛
然
と
し
た
思
い
に
駆
ら
れ
る
︒著
者
の
小
川
善
明
氏
は
︑

そ
の
歴
史
を
辿
る
よ
す
が
と
し
て
︑山
内
の
墓
地
の
詳
細
な
調
査
を
手
掛
け
た
︒八
年
か
け
て
五
百
回

を
越
え
る
調
査
を
行
な
い
︑四
十
九
の
墓
域
の
二
千
五
百
基
も
の
墓
碑
の
デ
ー
タ
を
写
真
と
と
も
に
見

や
す
い
表
と
し
︑丁
寧
な
地
図
と
諸
院
の
歴
代
住
職
の
一
覧
を
付
し
︑比
叡
山
史
の
根
本
史
料
と
し
て

上
梓
さ
れ
た
︒拝
見
し
て
い
く
と
︑意
外
に
在
家
者
の
墓
も
か
な
り
あ
る
︒ま
た
︑安
楽
律
院
に
は
沙
弥
・

近
侍
な
ど
と
記
さ
れ
た
墓
も
多
く
︑尼
墓
に
は
沙
弥
尼
の
墓
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
興
味
を
惹
か
れ
る
︒

墓
碑
の
形
式
も
様
々
あ
り
︑近
世
の
墓
制
と
い
う
面
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
︒今
後
倒
壊
し
た
り
︑摩
滅

し
て
碑
文
が
読
め
な
く
な
る
恐
れ
も
大
き
い
だ
け
に
︑後
世
に
残
る
貴
重
な
記
録
で
あ
る
︒

末
木
文
美
士

　
︵
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
名
誉
教
授
︑

　

  

総
合
研
究
大
学
院
大
学︵
総
研
大
︶名
誉
教
授
︑東
京
大
学
名
誉
教
授
︶

︻
推
薦
︼

比
叡
山
史
の
根
本
史
料

墓地ごとに
詳細な地図を掲載！

すべての墓塔の
写真と墓碑銘、

地図の位置を掲載！

度重なる土砂崩れ等で、
斜面に墓塔が落下している
墓地も（安楽律院下墓）！

Point 2

Point 1

Point 3

小
川
善
明︵
お
が
わ 

よ
し
あ
き
︶

　
一
九
四
九
年
︑京
都
生
ま
れ
︒名
墓
探
訪
家
︒二
十
代
で
の
紆
余
曲
折
を
経
て
︑三
十
を

過
ぎ
て
探
墓
に
目
覚
め
る
︒以
後
︑京
都
を
中
心
に
名
墓
の
探
訪
に
没
頭
︒や
が
て
全
国
へ

と
足
を
伸
ば
す
こ
と
に
な
り
︑奔
走
す
る
こ
と
三
六
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
︒探
墓
数
三
万
二
千

基︵
関
連
四
~
六
万
基
︶に
至
る
︒

　
主
な
著
書
に﹃
京
都
名
墓
探
訪
１　
洛
東
編
Ⅰ
﹄︵
一
九
九
四
年
︑ナ
カ
ニシ
ヤ
出
版
︶︑﹃
京

都
名
墓
探
訪
２　
洛
東
編
Ⅱ
﹄︵
一
九
九
六
年
︑ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
︶︑﹃
京
都
新
発
見
散
歩
﹄

︵
共
著
︑一
九
九
八
年
︑昭
文
社
︶︑﹃
京
の
名
墓
探
訪
﹄︵
共
著
︑二
〇
〇
四
年
︑淡
交
社
︶

著
者
略
歴

目　
次


